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以上 の 事実 か ら , 多 産 , 素早 い 分 散 と いう 性 質 が , 本 種 の 寄生 戦略 の 初期 段階 を 規定 し て いる こと が うか 
が える が , 寄主 に と りつ く 直 接 過程 は 未確認 で ある . 


17. 富士 山北 部 に お ける 大 型 ヒ ョ ウ モ ンチ ョ ウ 類 の 生態 に つい て 渡辺 通 人 

国内 に 9 種 分 布 する 大 型 ヒ と ョ ウ モ ンチ ョ ッ 類 (以下 種 名 の ヒュ ョ ウゥ モン を 略す ) の 内 7 種 が 分 布 する 富士 山 
北部 で , 1985 年 か ら 4 年 間 行っ た 調査 の 概要 を 報告 する . 

調査 は 標高 1100 m~1500 m の 範囲 の 16.5 km の 調査 ルート と 草原 的 環境 を 含む I・II * 由 地区 で 行っ た . 
1985 年 は 全域 II 地区 の みろ 1/3 で 12 日 間 調査 し , 7 種 400 頭 が マー ク さ れ た . 個体 数 は ギン ボン シン ・ ミ ドリ ・ 
ウラ ギン ・ オ オウ ラ ギ ンス ジ ・ ウ ラ ギ ンス ジ ・ ク モ ガ タ ・ メ スグ ロ の 順に 多かっ た . ミド リ は 広い 範囲 に 分 
布 し て いた が , メス グロ を 除く 他 の 5 種 は 1 地区 ある い は II 地区 周辺 に 集中 し て み ら れ , 特に ギン ボ シ の II 
地区 へ の 集中 が 顕著 で あっ た . ギン ボ シ ・ ウ ラ ギ ン ・ ミ ドリ の 再 捕 例 は ,。 いずれ も 1 ・II・ 皿 地区 周辺 で の 
短 距 離間 の も る の が ほとん ど で あ っ た が , ギン ボン の ず に 2.8 km の , ミド リ の ず に 2.2 km の 移動 が 確認 され 
た . また だ た, ギン ボン に は 周辺 か ら I ル 地区 の 伐採 跡地 に 集まる 傾向 が み ら れ た . 

1986 年 以降 は , II 地区 全域 1ha の 範囲 で 計 22 日 間 調査 を 行っ た , 個体 数 密度 を 種別 で 比較 する と , 
1985 一 87 年 まで は ギン ボ シ ・ ウ ゥ ウラ ギン ・ ミ ドリ の 順に 多かっ た が , 1988 年 は ウラ ギン ・ ミ ドリ ・ ギ ン ボ ン シ 
の 順 と な っ た . また , 1987 年 を 除い て オオ ウラ ギン スジ の 方 が ウラ ギン スジ より 多かっ た . クモ ガタ は 
1985・86 に 各 1 頭 確認 され た の み で あっ た . 時 期 的 に は , 7 月 上 旬 に ギン ボン の 雄 が 現れ , 下旬 に な る と 他 
の 種 も 現れ る . ギン ボン ・ ウ ラ ギ ン と も ざ の 方 が \ よ り 2 ~ 3 週間 早く ピー ク を 迎え を , 全体 と し て ギン ボ シ 
の 方 が 早かっ た の で , ギン ボ シ の 千 の 多い 時 期 に は ウラ ギン の ざ の 方 が 多い と いう 現象 が み ら れ た . ギン ボ 
シン に は 3 例 の 産卵 行動 が , ウラ ギン に 3 例 ・ ミ ドリ に 8 例 の 求愛 ある い は 交尾 行動 が 観察 きれ た . 

1987 年 に は 食 草 と 幼虫 の 調査 も 行っ た が , 5 月 4 日 一 6 月 28 日 の 7.5a の 範囲 で の ス ミレ 類 の 調査 で は 
112 株 か ら 5 株 へ と 減少 し て いた . 5 月 24・31 日 に は ギン ボン の 3 幼虫 , オ オウ ラ ギ ンス ジ の 1 幼虫 が 確認 
され た . 8 月 20 日 ・30 日 ・9 月 15 日 の 食 草 調査 で は , 周辺 の 48 株 を 加え , II 地区 全域 で 66 株 が 確認 され 
だ 

以上 の よう に 富士 山北 部 に お いて は , 伐採 跡地 が 大 型 ヒ と = ョ ウッ モン チョ ッ 類 の 重要 な 生息 環境 で ある と 考 
えら れ た . 種 に よる 環境 選択 ・ 求 愛 行動 待 の 違い に つい て は 次 の 機会 に まとめ て みた い 、. 


18. 関東 南岸 に お ける アカ タテ ハ の 非 休眠 越冬 松井 英子 ・ 松 井 安 俊 
アカ タテ Vanessa indica HERBST は 「 基 本 的 に は 成虫 で 越冬 し , 南 九 州 や 南西 諸島 な どの 暖地 で は , 
成虫 の ほか 非 休 眠 の 幼虫 や 遇 で 越冬 する こと が 可能 で ある 」 と 日 本 蝶 類 生態 図鑑 (保育 社 ) に は 記載 され 
一 般 に は 「 越 冬 態 は 成虫 」 と の 解説 が ほとん ど で あ る が , 演者 ら は , 1988 年 1 月 か ら 4 月 に か け て , 関東 南 
岸 の 各地 で 幼生 期 に よる 非 休眠 越冬 個体 群 を 観察 調査 し た の で 報告 する . 

房総 半島 の 犬 咲 埼 , 外川 港 , 太 東 崎 , 大 原町 , 天津 小湊 , 小 保田 , 金谷 , 三浦 半島 南端 の 昆 沙門 湾 奥 , そ 
し て 伊豆 半島 の 熱 川 で それ ぞ れ 海岸 で は ラ セ イ タン ソン ウ も し く は オニ ヤブ マオ (推定 ) 一 熱 川 の み 一 や や 内 
陸 で は イラ クサ に 人 造 巣 し て いた 幼虫 群 を 確認 し た ( 表 1). 

既報 の 記録 と 演者 ら の 観察 記録 と を 総合 する と 本 種 は 関東 か ら 九 州 に か け て の 南岸 域 で 非 休眠 越冬 を 
行っ て いる と いえ る . これら 南 岸 域 は 無 ( 寒 ) 各 地帯 で あり , 冬季 で も 食 草 が 利用 可能 で ある . 

一 方, 内 陸 及 び 寒 冷 地 で は 成虫 休眠 する こと も る 確認 され て いる . 

本 種 は , 南西 諸島 で は 周年 発生 で ある こと か ら , 本 来 は 非 休眠 で あり , 分 布 拡大 に 伴い 成虫 休眠 を 獲得 し 
て きた と 考え られ る 。, 

今後 , 本 種 の 休眠 と か か わる 光 周 性 と それ へ の 温度 の 影響 を 検討 する 必要 が ある . 
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表 1. 関東 南岸 で の アカ タテ へ ハ 越冬 個体 群 の 観察 例 (1988 年 1~ 4 月 ) 
食 草 1/24 太 東 崎 2/14 小 保田 3/12 三 浦 3/24 大 原 4/24 大 原 








ラ セ イ タツ ソウ イラ クサ イラ クサ イラ クサ イラ グ サザ 

卵 = ー = = ER 
1 見 2 2 = = 8*! 
2 鯛 21 3 8 = Pc 
3 齢 3 1 12 10 9 
4 齢 Es a 1 21 1 
5 齢 gi = = 7 8 

其 a a 0 24*2 
個体 数 26 6 21 38 33 


(* 新 世代 一 カラ ムシ 食 ?, や 貞 化 失敗 一 変形 一 例 1, 寄生 1 を 含む ) 


19. 北 ボ ルネ オ の 蝶 の 生活 ( 7 ) 一 一 ケ ニ ン ガウ で 見 た ムラ サキ マダ ラ 類 の 集団 一 一 石井 実 

1987 年 8 月 サバ 州 ケ アーン ガ ウ に ある バン ドッ ゥ カン (Bandukan) 公園 内 に ムラ サキ マダ ラ 頻 (Euploea 
属 ) が 群がっ て いた . この 公園 は クロ ッ カ ー 山 脈 の 山裾 (標高 約 300m), バイ ア ョ 川 の ほとり に 立地 し て 
いる . 蝶 た ち は 公 園内 の ュ ン クリ ー ト 製 の ベン チ や た き 火 の 跡 , 水牛 の 開 , トイ レ の 裏手 な ど に 群がっ て と 
まり , し きり に ロロ 暫 を 伸ばし て いた . この 公園 で み ら れ た ムラ サキ マダ ラ 類 は , Uolus, sylvester, modesta, 
mulciber, eyndhovii, leucostictos, diocletanus (多い 順 ) の 7 種 で あっ た . つい で な が ら , 興味 深い こと に , 
夕方 に な る と ムラ サキ マダ ラ 類 (特に , 大 き さ か らい うと 7/ が 7s) に 擬態 し て いる と 思わ れる マダ ラガ の 
1 種 , Pompelon marginatum が 公園 内 を 飛び 回 る の が 観察 され た . 

8 月 19・20 日 に ベン チ に 集まっ て いる ムラ サキ マダ ラ 類 を 採集 し , 70% エ タ ノ ー ル に 浸し て 持ち 帰っ た . 
これ ら の 標本 (総計 305 個体 ) の ほとん ど は , tulliolus (48.2%), sylvester (43.0%), modesta (7.2%) 
の 3 種 で 占め られ て いた . この うち sylvester で は , 131 個体 中 雄 は 13 個体 で , 性 比 が 著しく 雌 に 偏っ て いる 
の が 印象 的 で あっ た . 

雌 の 腹部 を 切開 する こと に より , sy/2es modesta の 2 種 で は , 被 検 個体 の すべ て が 成熟 卵 を も ゃ ち , か つ 
交尾 済 ( 精 包 が 認め られ た ) で ある こと が わか っ た . 奴 os で も , 調べ た 20 個体 の うち 1 個体 (大 き な 未 
成熟 卵 を も っ て いた が 未 交尾 を 除き , 成熟 卵 を も ち , 既 交 尾 で あっ た . また , 調べ た 個体 の 大 部 分 は , 多 
か れ 少 な か れ 超 に 痛み が み ら れ た . 

ムラ サキ マダラ 類 の 集団 と いう と 台湾 南部 の 越冬 集団 が 有名 で ある が , 集団 内 の 雌 個体 は 卵巣 未成 熟 , 未 
交尾 で 生殖 休眠 の 状態 で ある (石井 ・ 松 香 , 1980). 上 記 の 結果 か ら , ケ ニ = ン ガ ウッ の 集団 は 休眠 状態 に は な 
いと 言え る が , 集団 内 で の 卵巣 成熟 度 の 揃い 具合 いや 次 の 汚損 度 か ら す る と, 集団 休眠 明け と も 考え られ 
る . 熱帯 に お いて も "乾期 集団 "の よう な も の か 形成 され る 可能 性 も 捨て きれ な い . 


20. ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ の 飛 閉 習性 藤井 屋 

1982 - 86 年 に か け て 京都 府 大 山崎 町 , 久御山 町 , お よび 大 阪 府 入 尾 市 に お いて , ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ 
Ythima argus の 成虫 の 行動 の 野外 観察 を 行っ た . 

飛翔 活動 は 。 晴天 の 日 に は 早朝 か ら 日 没 ま で 連続 的 に 見 られ る が , 正午 前 後に 飛翔 数 か 多い . 飛翔 の 大 部 
分 は 雄 と よる も の で あり , 配偶 行動 も この 時 間 帯 に 集中 する . 雄 の 採 餌 行動 は 午前 中 や 午後 に 多く , 通常 飛 
卵 が 活発 な 正午 付近 た 採 餌 行動 を 行う こと は な い . 個体 追跡 法 に ょ る 調査 で も , 同様 の 結果 が 得 ら れ た . 雌 
は 静止 し て いる も の が 多く , 産卵 は 午後 行わ れる が , 採 餌 時 間 は 雄 と 異な り , 特に 集中 する 時 間 帯 は 認め ら 
れ な か っ た . 

飛翔 の 高 さ は , 早朝 や 夕方 は 高く , 日 中 は 低く な る . 飛翔 中 の 個体 の 胸部 体温 は , 越冬 世代 で お よそ 28- 
38 で の 間 で あっ た が , 日 中 に 比べ 早朝 や 夕方 は 体温 が 低く , 飛翔 高 の 日 周 変化 は 体温 調節 の た め に お こる と 
考え られ た . 地上 か ら の 高 さ ご と の 照度 ・ 温 度 と 単位 時 間 当 た り の 飛翔 数 と の 関係 を 解析 し て みた と ころ , 
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